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ひがしね子ども環境宣言 



 

 

東根市民憲章 

 

 

 

 

わたくしたちは 

明るく前進する東根市民であることに誇りをもち 

愛する郷土のかがやかしい未来をひらくため 

この憲章を定めます 

 

一 自然を愛し 環境をととのえ 美しいまちをつくります 

一 奉仕と感謝の輪を広げ あたたかいまちをつくります 

一 からだをきたえ楽しく働き 豊かなまちをつくります 

一 教養を深め 香り高い文化のまちをつくります 

一 きまりを守り進んで力をあわせ 住みよいまちをつくります 

 

（昭和５２年１１月３日制定） 
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をもって前向きに学ぶ子ども 

をもって人と接する子ども

を愛し、ものを大切にする子ども

「東根市の教育」の全体構想 
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ををもって前向きに学ぶ子ども 

をもって人と接する子ども 

を愛し、ものを大切にする子ども 

「東根市の教育」の全体構想 

基本構想 

しあわせつくる 学びと交流のまち 

基本的な考え方 

こころ豊かな人が輝く 教育と文化のまち

人間力に満ちあふれ、山形の未来をひらく人づくり 

テーマ つなぐ ～ いのち、学び、地域 ～ 

管理課の施策 施設課の施策 生涯学習課の施策
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①幼稚園・保育所等と小学校との円滑な接続、家庭との連携強化 ②私立幼稚園における子育て支援

の推進 ③教育相談の充実 

①基礎学力の向上 ②探究型学習の推進 ③豊かな人間形成を育む教育の推進 ④国際理解教育の

推進 ⑤情報教育の推進 ⑥環境教育、福祉教育、男女共同参画教育など社会の要請に基づく教育の

推進 ⑦道徳教育の充実 ⑧健康な心と体を育むための保健体育と、適切な心身の健康管理に向けた

保健指導の充実 ⑨いじめ、非行、不登校などの防止と対応及び教育相談体制の充実 ⑩外国語教育

の充実 ⑪理・数教育の充実 ⑫教職員の資質向上 ⑬望ましい部活動の実施環境の構築 ⑭学校に

おける働き方改革の推進 

①生涯学習など地域住民の自主学習の場としての学校施設の開放 ②郷土愛の醸成 ③学校安全管

理対策、不審者対策の推進 ④家庭、地域と連携した指導体制の強化 ⑤小規模特認校制度の推進 

⑥ボランティア活動の充実 

 

①就学前からの切れ目のない支援体制の構築 ②障がい等のある児童・生徒への適切な教育を行うた

めの教育環境の整備 ③特別支援教育の研修などを通した教職員の指導力の向上 ④福祉部局等関

係機関との情報共有、連携強化 

①情報の共有と交流の推進 

①望ましい食習慣と豊かな人間関係を育む給食指導の充実 ②バイキング給食の実施による食育指

導の充実 ③「学校給食ランチタイム」等を通した学校給食への理解の推進 ④地元産食材の積極的

活用による学校給食の推進 ⑤たくましく生きる力や心を育む学校給食の推進 ⑥食への理解を深

める広報、研修会等の開催 ⑦家庭との連携によるバランスのとれた食生活の推進 

①衛生管理の徹底及び学校給食の安全性の確保 ②食物アレルギーへの対応 

①校舎等の計画的な整備による良好な学習環境の確保 ②施設設備の計画的な維持修繕 ③学校安

全管理対策の充実 

 

①生涯学習施設の整備 ②芸術文化施設の整備 

①多様化する学習ニーズへの対応 ②幼児期から高齢期までのライフステージに応じた学習活動の

推進 ③子どもの豊かな人間形成に向けた家庭教育講座等の充実 ④自主的生涯学習活動への支援 

⑤大学など各種教育機関との連携による学習活動の推進 ⑥学校、家庭、地域との連携による生涯学

習の推進 ⑦中央公民館と地域公民館の連携による学習内容の充実強化 ⑧地域住民による主体的

な公民館活動の充実と強化 ⑨まなびあテラスを活用した生涯学習の推進 ⑩地域公民館等におけ

る地域特性を活かした事業の推進 

①集会施設等施設整備費補助制度の周知 ②地域公民館の計画的な改築と修繕 

①将来の担い手となる若者定着に向けた取組みの推進 ②未来を拓く高校生応援事業の推進   

③青少年育成関係団体との連携による活動充実 ④友好都市間の青少年交流の推進 

①芸術文化団体やサークルなどの育成 ②まなびあテラスを活用した作品展示・鑑賞・創作などの芸

術文化活動の充実 ③芸術文化イベントの充実 ④芸術文化を鑑賞する機会の充実 ⑤東の杜を活

用した各種事業の推進 ⑥文化事業やイベントに関する情報の収集と提供 ⑦文化大会出場などに

対する激励金交付による活動支援 

①学校、地域、競技団体などとの連携による生涯スポーツの普及促進 ②市民ニーズを踏まえた各種

スポーツ教室の充実と健康づくりの推進 ③スポーツ推進委員の活用と交流などによる指導体制の

充実 ④スポーツを通した交流の促進 ⑤高いレベルのスポーツに触れる機会の拡充 ⑥総合型地

域スポーツクラブの育成 ⑦「東根市スポーツ推進計画」に基づくスポーツの振興 

①指導者研修の充実などによる指導力強化 ②上位大会出場に対する激励金交付による優秀選手、ス

ポーツ少年団等への支援 ③大規模な各種スポーツ大会の誘致と開催支援 ④２０２０年東京オリ

ンピック・パラリンピック競技大会ホストタウン事業の推進・支援 ⑤日本体育大学との協定に基づ

く各種事業の推進 

①老朽化した体育施設の計画的改修と整備の検討 ②スポーツ施設を活用した各種事業の推進  

③学校体育施設の有効利用 ④大森山クロスカントリーコースの整備 

①国、県、市指定有形文化財の保護活動の推進 ②継承活動に対する支援 ③調査研究などによる適

正な保護の推進 

①市指定無形民俗文化財の伝承活動の推進 ②伝統芸能、伝承文化をとおした交流促進 

１１幼児教育の充実 (1)幼児教育の充実 

「東根市の教育」 施策の体系図  

２学校教育の充実 

３食育の充実 

１教育環境の整備 

１生涯学習の充実 

２芸術文化の振興 

３スポーツの振興 

４文化財、伝統芸能、
伝承文化の保護
継承 

(2)地域、家庭と連携し

た教育の推進 

(1)小中学校教育の充実 

(3)特別支援教育の充実 

(4)東桜学館との連携し

た教育の充実 

(1)食育の実践と学校 

給食の充実 

(2)学校給食の安全管理 

(1)学校教育施設の整備 

(2)社会教育・体育施設

の整備 

(1)地域に根ざした生涯

学習活動の推進 

(2)生涯学習推進のため

の環境整備 

(3)青少年の健全育成 

(1)多様な芸術文化活動

の推進 

(1)生涯スポーツの推進 

(2)競技スポーツの振興 

(3)スポーツ施設の整備

と施設の利用拡大 

(1)文化財の保護と活用 

(2)伝統芸能、伝承文化

の保護と活用 

管理課 

施設課 

生涯学習課 
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管理課の基本方針と施策  

Ⅰ 基本方針 
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Ⅱ 施策 

１ 幼児教育の充実 

(1) 幼児教育の充実 

① 幼稚園・保育所等と小学校との円滑な接続、家庭との連携強化

② 私立幼稚園における子育て支援の推進

③ 教育相談の充実

２ 学校教育の充実 

(1) 小中学校教育の充実 

① 基礎学力の向上
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② 探究型学習の推進

③ 豊かな人間形成を育む教育の推進

④ 国際理解教育の推進

⑤ 情報教育の推進

⑥ 環境教育、福祉教育、男女共同参画教育など社会の要請に基づく教育の推進

⑦ 道徳教育の充実
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⑧ 健康な心と体を育むための保健体育と、適切な心身の健康管理に向けた保健指

導の充実

⑨ いじめ、非行、不登校などの防止と対応及び教育相談体制の充実

⑩ 外国語教育の充実

⑪ 理・数教育の充実

⑫ 教職員の資質向上
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⑬ 望ましい部活動の実施環境の構築

⑭ 学校における働き方改革の推進

(2) 地域、家庭と連携した教育の推進 

① 生涯学習など地域住民の自主学習の場としての学校施設の開放

② 郷土愛の醸成

  

③ 学校安全管理対策、不審者対策の推進

④ 家庭、地域と連携した指導体制の強化

09



⑤ 小規模特認校制度の推進

⑥ ボランティア活動の充実

(3) 特別支援教育の充実 

① 就学前からの切れ目のない支援体制の構築

② 障がい等のある児童・生徒への適切な教育を行うための教育環境の整備

③ 特別支援教育の研修などを通した教職員の指導力の向上

④ 福祉部局等関係機関との情報共有、連携強化

 

 (4) 東桜学館との連携した教育の充実 

① 情報の共有と交流の推進
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３ 食育の充実 

(1) 食育の実践と学校給食の充実 

① 望ましい食習慣と豊かな人間関係を育む給食指導の充実

② バイキング給食の実施による食育指導の充実

③ 「学校給食ランチタイム」等を通した学校給食への理解の推進

④ 地元産食材の積極的活用による学校給食の推進

⑤ たくましく生きる力や心を育む学校給食の推進

⑥ 食への理解を深める広報、研修会等の開催

⑦ 家庭との連携によるバランスのとれた食生活の推進
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(2) 学校給食の安全管理 

① 衛生管理の徹底及び学校給食の安全性の確保

② 食物アレルギーへの対応
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      施設課の基本方針と施策 

Ⅰ 基本方針

Ⅱ 施 策 

 １ 教育環境の整備 

  (1) 学校教育施設の整備 

① 校舎等の計画的な整備による良好な学習環境の確保 

ア 神町小学校移転改築事業 

イ 小学校空調設備設置事業 
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ウ 学校トイレリニューアル事業 

エ 仮設校舎リース事業 

② 施設設備の計画的な維持修繕 

ア 学校施設長寿命化計画策定事業 

イ 学校施設の維持管理事業 

③ 学校安全管理対策の充実 

 

  (2) 社会教育・体育施設の整備 

① 生涯学習施設の整備 

② 芸術文化施設の整備 
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      生涯学習課の基本方針と施策 

 

Ⅰ 基本方針 

 

Ⅱ 施策 

１ 生涯学習の充実 

 (1) 地域に根ざした生涯学習活動の推進 

  ① 多様化する学習ニーズへの対応 

  ② 幼児期から高齢期までのライフステージに応じた学習活動の推進 

  ③ 子どもの豊かな人間形成に向けた家庭教育講座等の充実 

  ④ 自主的生涯学習活動への支援 

  ⑤ 大学など各種教育機関との連携による学習活動の推進    

  ⑥ 学校、家庭、地域との連携による生涯学習の推進 
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  ⑦ 中央公民館と地域公民館の連携による学習内容の充実強化 

  ⑧ 地域住民による主体的な公民館活動の充実と強化 

  ⑨ まなびあテラスを活用した生涯学習の推進 

  ⑩ 地域公民館等における地域特性を活かした事業の推進 

 (2) 生涯学習推進のための環境整備 

  ① 集会施設等施設整備費補助制度の周知 

  ② 地域公民館の計画的な改築と修繕 

 (3) 青少年の健全育成 

  ① 将来の担い手となる若者定着に向けた取組みの推進 

  ② 未来を拓く高校生応援事業の推進 

  ③ 青少年育成関係団体との連携による活動充実 

④ 友好都市間の青少年交流の推進 
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２ 芸術文化の振興 

 (1) 多様な芸術文化活動の推進 

  ① 芸術文化団体やサークルなどの育成 

② まなびあテラスを活用した作品展示・鑑賞・創作などの芸術文化活動の充実 

③ 芸術文化イベントの充実 

④ 芸術文化を鑑賞する機会の充実 

  ⑤ 東の杜を活用した各種事業の推進 

⑥ 文化事業やイベントに関する情報の収集と提供 

⑦ 文化大会出場などに対する激励金交付による活動支援 

３ スポーツの振興 

 (1) 生涯スポーツの推進 

① 学校、地域、競技団体などとの連携による生涯スポーツの普及促進 

② 市民ニーズを踏まえた各種スポーツ教室の充実と健康づくりの推進 

③ スポーツ推進委員の活用と交流などによる指導体制の充実 

④ スポーツを通した交流の促進 
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⑤ 高いレベルのスポーツに触れる機会の拡充 

⑥ 総合型地域スポーツクラブの育成 

⑦ 「東根市スポーツ推進計画」に基づくスポーツの振興 

 (2) 競技スポーツの振興 

① 指導者研修の充実などによる指導力強化 

② 上位大会出場に対する激励金交付による優秀選手、スポーツ少年団等への支援 

③ 大規模な各種スポーツ大会の誘致と開催支援 

④ ２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会ホストタウン事業の推 

  進・支援 

⑤ 日本体育大学との協定に基づく各種事業の推進 

 (3) スポーツ施設の整備と施設の利用拡大 

① 老朽化した体育施設の計画的改修と整備の検討 

② スポーツ施設を活用した各種事業の推進 

③ 学校体育施設の有効利用 

④ 大森山公園クロスカントリーコースの整備 
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４ 文化財、伝統芸能、伝承文化の保護継承 

 (1) 文化財の保護と活用 

① 国、県、市指定有形文化財の保護活動の推進 

② 継承活動に対する支援 

③ 調査研究などによる適正な保護の推進 

 (2) 伝統芸能、伝承文化の保護と活用 

① 市指定無形民俗文化財の伝承活動の推進 

② 伝統芸能、伝承文化をとおした交流促進  
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（公立小学校長） 

こだま  りょうじ 

児 玉 良 治（男） 
平成 29 年 4 月 1 日 平成 32 年 3 月 31 日 自営業 

ふくなが いくこ  

福 永 郁 子（女） 
平成 29 年 12 月 10 日 平成 33 年 3 月 31 日 

無 職 
（公立中学校養護教諭）

きたむら ようこ  

北 村 陽 子（女） 
平成 31 年 4 月 1 日 平成 35 年 3 月 31 日 農 業 

 
３ 教育委員会事務局の組織 

教 育 長 教育次長 

【小・中学校】 
小学校 ９校 ・ 中学校 ５校 

【管理課】 総務係 
学校支援係 
学校給食センター 

【施設課】 施設係 

【生涯学習課】 生涯学習係 
文化振興係 
スポーツ振興係 
中央公民館 
地域公民館（７館） 
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1　平成３1年度教育費予算

　　　　（単位：千円）

予　算　額 前年度比較

１．教育総務費 443,888 23,462

２．小学校費 1,646,343 1,029,160

３．中学校費 313,547 ▲ 28,647

４．社会教育費 519,156 ▲ 195,287

５．保健体育費 610,780 ▲ 14,035

3,533,714 814,653

教　育　費

合　　　　　　　計

項　 　         目

１．教育総務費

12%

２．小学校費

47%３．中学校費

9%

４．社会教育費

15%

５．保健体育費

17%

資 料
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2　児童生徒数の現況と推移
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３　学校施設の設置及び概要
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５　社会教育・社会体育施設

[ 社会教育施設 ]
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[ 社会体育施設 ]
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６ 事務事業の概要（管理課） 
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６ 事務事業の概要（管理課） 

30



６ 事務事業の概要（管理課） 
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６ 事務事業の概要（管理課） 
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６ 事務事業の概要（管理課） 
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７ 事務事業の概要（施設課） 
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７ 事務事業の概要（施設課） 

35



７ 事務事業の概要（施設課） 
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８ 事務事業の概要（生涯学習課） 
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２２ 各中学校における部活動方針の制定 

◆各校で部活動方針を作成 ⇒教職員、生徒及び保護者に周知 （⇒東根市教委に報告） 

共通理解 

連携・協力 

東根市 中学校部活動方針 概要版 

１ 部活動基本方針 

学校教育の一環として行われる部活動は、異年齢との交流の中で、生徒同士や教員と

の人間関係を構築したり、生徒自身が活動を通して自己肯定感を高めたりするなど、教

育的意義が大きい活動です。また、生徒自身にとっても中学校生活の大きなウェイトを

占め、人間形成においても大きな影響を与える大切な活動です。 

生徒にとって望ましい環境を構築するという観点に立ち、運動部及び文化部活動が、

地域、学校、競技種目等に応じた多様な形で適正に実施されることを目指します。 

（１）バランスのとれた心身の成長 

豊かな生涯スポーツ、生涯学習を実現するための資質・能力の育成 

（２）生徒の自主的で自発的な参加による、効率的・効果的な取組 

（３）学校全体として部活動指導・運営に係る体制の構築 

（４）保護者・地域の理解を得られるための啓発 

４ 年間活動計画及び年間活動実績 

◆部活動顧問は、年度当初に年間活動計画を作成し、校長に提出 

※年度中の変更も、校長に提出 

◆部活動顧問は、年度末に年間活動実績を作成し、校長に提出（⇒東根市教委に報告） 

３ 部活動の休養日及び活動時間 

                    ◆始業前の活動 

   ・禁止。ただし、特別な事情があり、校長が認め

た場合は実施可能。 
                      

◆その他 

・テスト前の部活動休止期間を定める。 

                 ・練習試合等の活動時間も上記に準じる。ただし、

超過する場合は、その分を別の期日に休養を設

ける。 

５ 学校管理下外の生徒の活動 

◆学校外のクラブ等の所属状況を把握 

・必要に応じて指導・助言 

 ◆適切な活動日・活動時間 

◆任意加入であることの確認 

６ 大会、県外遠征等の参加 

◆参加する大会等の精査 

・県外遠征、宿泊を要する場合、合宿等は東根市

教委に申請 

７ 部活動運営委員会（仮称）の設置及び 

保護者、地域との連携 

各校の部活動方針を説明し、理解と協力を得る 

◆保護者会が単独で練習会等を行わないこと 

◆部活動運営費の管理を保護者会で行うこと 

◆休養日 

平   日 週当たり１日以上 

土・日曜日 週当たり１日以上 

休日・祝日 原則、休養日 

長期休業日 連続した休養日を設定 
 

 

◆活動時間 

平   日 ２時間程度 

土・日曜日 ３時間程度 

東根市緑の少年団 
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東東根市緑の少年団 

 

 

 

 

＜学 習 活 動＞ 
○ 緑や森林の役割や機能に 

ついての学習 
○ 学校版環境 ISO 
○ 自然体験活動など 

＜ボランティア活動＞ 
○ 緑の募金活動 
○ 公園・通学路の除草や清掃 
○ 植樹や樹木の手入れなど 

＜レクリエーション活動＞ 
○ ネイチャーゲーム 
○ ウォークラリー（森林散策） 
○ 緑化イベントへの参加など 
 

目標：「緑を愛し」、「緑を守り」，「緑を育てる心を養う」ことを通じて、 

自然を愛し、自ら社会を愛する心豊かな人間を育みます。 

長瀞小緑の少年団（S52 結成） 
＜団 員＞4・5・6 年生児童全員 
＜主な活動＞ 
・米作り体験 
・学校周辺の花植え 

◆全国善行賞受賞（H17） 

東根中部小緑の少年団（H18 結成） 
＜団  員＞４年生児童全員 
＜主な活動＞ 
・紅花栽培活動 
・花いっぱい運動

東根小緑の少年団（H15 結成
＜団  員＞４年生児童全員 
＜主な活動＞ 
・大ケヤキの苗木植栽 
・キノコの菌打ちと植林作業 
・花いっぱい運動 

東郷小緑の少年団（H13 結成） 
＜団  員＞4・5 年生児童全員 
＜主な活動＞ 
・小中連携コスモス植栽 
・親子おばけかぼちゃ栽培 

小田島小緑の少年団（H16 結成） 
＜団  員＞4 年生児童全員 
＜主な活動＞ 
・農作業体験 
・花いっぱい運動 

神町小緑の少年団（H14 結成） 
＜団  員＞4 年生児童全員 
＜主な活動＞ 
・花いっぱい運動 
・若木山クリーン作戦 
・自然体験活動 

高崎小緑の少年団（H12 結成） 
＜団 員＞4・5・6 年生児童全員 
＜主な活動＞ 
・関山炭焼き体験学習 
・グリーン活動 

◆地域環境美化功績者表彰 
   （環境大臣表彰：H27） 

大富小緑の少年団（H17 結成） 
＜団  員＞４年生児童全員 
＜主な活動＞ 
・校内緑化活動 
・イバラトミヨ飼育 
◆野生生物保護功労者表彰（H20） 

大森小緑の少年団（H２３結成） 
＜団  員＞４年生児童全員 
＜主な活動＞ 
・花いっぱい活動 
・各学級へのお花のプレゼント 

松苗育成絆プロジェクト 

・平成 27～29 年度 

東日本大震災により流失した宮城県東松島市

の海岸林再生を目的とした松の植栽。 

・平成 30 年度～ 

植栽した松苗が活着するための維持管理活動 
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  東根市いじめ防止基本方針【概要版】   
 
 

Ⅰ いじめ問題に対する基本的な考え方 

○基本方針は、いじめの防止、早期発見、いじめへの対処などについてより実効的に進めること

はもちろん、いじめが行われないようにすることを最大の目的とする。 

○「いじめ」とは、児童生徒に対して、一定の人間関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物 

理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む）であって、当該行為 

の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているものをいう。 

○教育委員会の責務、学校の責務、教職員の責務、保護者の責務、市民の役割を明確にする。 

○「東根市いじめ問題対策連絡協議会」「東根市いじめ問題対応委員会」「東根市いじめ重大事 

態再調査委員会」「いじめの防止等の対策のための組織」を設置し、関係機関と連携する。 

 

Ⅱ いじめ防止の基本的施策 

１ いじめ未然防止のための取組 

（１）学校・教職員の取組 

・いじめの態様や指導上の留意点について、校内研修や職員会議で周知を図り、教職員全員で共通 

理解を図る。 

・定期的なアンケート調査を実施し、結果を分析しいじめの実態を適切に把握する。 

・全校集会や道徳・学級活動で教職員が望ましい生き方や人間関係の在り方について触れていく。 

・「わかる授業」を行い、児童生徒に「規律」「学力」「自己有用感」を培い、いじめの加害に 

向かわせないようにする。 

（２）児童生徒の主体的な取組「児童会・生徒会」 

・児童生徒自らがいじめ問題について主体的に考え、いじめ防止を図るような取組を推進する。 

・児童会、生徒会活動の充実（いじめ撲滅の宣言や相談箱の設置等） 

（３）家庭・地域との連携 

・家庭や地域に対して、いじめ問題の重要性の認識を広めながら、緊密な連携体制を図っていく。 

２ 早期発見の在り方 

（１）基本的な考え方 

・暴力を伴う「目に見えるいじめ」を見逃さない。 

・暴力を伴わない「見えにくいいじめ」を察知する。 

（２）見えにくいいじめを察知するための具体的な対応 

・児童生徒から情報が入りやすいようにする。 

・児童生徒が示す小さな変化や危険信号を見逃さないようアンテナを高く保つ。 

・定期的な教育相談・日常の観察による声かけを実施することにより、個別の情報把握に努める。 

（３）相談窓口と組織体制 

・児童生徒及び保護者が、いつでも相談できる体制を整備する。 

・児童生徒の相談に対し、「大したことではない」「それはいじめではない」等と悩みを過小評価 

せず、真摯に対応する。 

３ いじめ発生時の早期対応 

（１）発見・通報を受けての迅速かつ組織的な対応 

・発見、通報を受けた教職員は躊躇なく、校内の「いじめの防止等の対策のための組織」に報告し 

組織的な対応を図る。 

（２）被害児童生徒と保護者への対応 

・被害児童生徒からの事実関係の聴取  ・家庭訪問による保護者への適切な情報提供 

・被害児童生徒が寄り添える体制づくり  ・いじめ解決後の継続支援 
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（３）加害児童生徒と保護者への対応 

・加害児童生徒からの事実関係の聴取  ・児童生徒の人格の成長に主眼を置いた指導 

（４）集団へのはたらきかけ 

・いじめを見ていた児童生徒に対して、自分の問題として捉えさせ、いじめを根絶しようという  

態度を醸成する。 

 

Ⅲ ネット上のいじめへの対応 

１ ネット上のいじめ 

・インターネット等を通じて行われるいじめに対する対策を講じる。 

２ 未然防止の取組 

・情報モラル教育の充実  ・教職員の指導力向上 

・インターネット利用の実態や危険性等についての保護者への周知 

３ 早期発見・早期対応の取組 

・ネットパトロール  ・ネット上の不適切な書き込みへの対応 

・ＳＮＳやメールの悪用への対応 

 

Ⅳ 重大事態への対応 

１ 対応委員会の設置と調査の実施 

・教育委員会は、重大事態が発生した場合には、直ちに対応委員会を設置し調査を行う。 

重大事態とは ①児童生徒が自殺を図った場合 ②身体に重大な傷害を負った場合 

 ③精神性の疾患を発症した場合 ④金品等に重大な被害を被った場合 等 

２ 重大事態の報告 

・校長は、重大事態であると思われる案件が発生した場合には、直ちに教育委員会に報告する。 

・教育委員会は市長へ報告する。 

３ 外部機関との連携 

・重大事態に係る事実関係の調査及び事後対応、発生防止については、必要に応じ連絡協議会と  

連携する。 

４ 調査後の対処 

・被害児童生徒及び保護者への情報提供  ・対応委員会から市長へ報告書の提出 

５ 再調査委員会の設置と調査の実施 

・市長は、対応委員会の報告に係る重大事態への対処又は当該重大事態と同種の事態の発生防止の

ため必要があると認めるときは、再調査委員会を設置し調査を行う。 

 

Ⅴ 体制・研修・点検・評価と不断の見直し 

１ 教育相談体制・生徒指導体制 

・「いじめ発見調査アンケート」（学校版・家庭版）の実施  ・教育相談体制の充実 

２ 校内研修 

・いじめに係る研修を年間計画に位置付ける。 

・「居場所づくりと絆づくりを意図した授業改善」「道徳の授業の充実」について研修を深める。 

３ 点検・評価 

・市教育委員会及び学校が行う点検・評価について、いじめの防止等に関する必要な指導・支援に

つなげる。 

４ 不断の見直し 

・学校は、いじめ防止等の取組状況について、児童生徒の視点で振り返り、改善を図る。 

・教育委員会は、必要があると認めるときは、基本方針の見直しを検討し、その結果について必要

な措置を講じる。 

東根市小中学校「情報セキュリティポリシー」と「ＩＣＴ機器利活用に係る基本ルール」

(1)情報セキュリティポリシーの理解 

(2)情報セキュリティポリシーの構成 

(1)メール（電子メールやＳＮＳ等）の活用に係る基本ルール 

(2)ネットへの書き込み，写真投稿，ＳＮＳ等の利用に係る基本ルール 
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東東根市小中学校「情報セキュリティポリシー」と「ＩＣＴ機器利活用に係る基本ルール」 

Ⅰ 「情報セキュリティポリシー」の策定

(1)情報セキュリティポリシーの理解 

情報セキュリティポリシーは，学校が保有する情報資源を適切に保護するために，学校が行う情

報セキュリティ対策について総合的，体系的に取りまとめたものです。各校においては，「東根市

情報セキュリティポリシー」を基に，学校ごとに情報セキュリティポリシーを作成し運用します。

(2)情報セキュリティポリシーの構成 

情報セキュリティポリシーは，基本方針，対策基準（管理指針），実施手順（関連規定又は基

本ルール）から構成されます。東根市では，基本方針を次のように定めています。 

東根市情報セキュリティポリシー基本方針 

本市は，自らＩＴ社会の模範たる構成員となり，ＩＴ社会の健全な発展に寄与するとともに，

本市が保有する情報システム及び電子情報（以下「本市の情報資産」という）の管理を適正に

実施するために，ここに東根市情報セキュリティ基本方針を制定する。 

① 職員一人一人がＩＴ社会における模範となるよう努める。 

② 適切な技術的施策を講じ，本市の情報資産に対する不正な侵入，改ざん，破壊，利用妨

害などが発生しないよう，また，本市情報資産が漏えいなどすることのないよう努める。 

③ 外部の情報資産に対して不正な侵入，改ざん，破壊，利用妨害などをすることがないよ

う努める。 

 ④ 本市の情報資産にセキュリティ上問題が発生した場合，その原因を迅速に究明し，その

被害を最小限にとめるよう努める。 

 ⑤ 本市の情報資産のうち特に重要なものについては，必要なとき確実に利活用できるよう 

十分な備えに努める。 

 ⑥ 上記の活動を継続的に実施し，かつ，新たな脅威にも対応できるよう，情報セキュリテ

ィ管理体制を確立する。 

Ⅱ 「ＩＣＴ機器利活用に係る基本ルール」の遵守

情報セキュリティポリシーの実施手順（関連規定又は基本ルール）について，東根市小中学校で

は共通の項目を定めています。教職員として遵守すべき基本ルールを「ＩＣＴ機器利活用に係る基

本ルール」として，以下の５項目に整理します。

(1)メール（電子メールやＳＮＳ等）の活用に係る基本ルール 

□ 児童・生徒や保護者との私的なメールは行いません。緊急の場合は，この限りではありませ 

ん。 

□ 学校行事の連絡等，校務で活用する際は，所属で定められたルールに従い慎重に行います。 

□ 勤務時間中に，私的なメールは行いません。 

(2)ネットへの書き込み，写真投稿，ＳＮＳ等の利用に係る基本ルール 

□ ＳＮＳ等への書き込み，写真のアップ等は，私用であっても，教職員であるという自覚を持 

って行い，誤解を受けることがないようにします。 

   □ 無責任，軽率な書き込みや投稿は行いません。 

(3)授業でＩＣＴ機器を活用する際の基本ルール 

教

育委員会 の定めたルール

(4)著作権，肖像権等の侵害，その他の違法行為防止に係る基本ルール 

教育委員会 の定めたルー

ル

(5)個人情報流出・ウィルス侵入の防止に係る基本ルール 

教育委員会 の定めたルール

44



 ((3)授業でＩＣＴ機器を活用する際の基本ルール 

□ 授業では，私物のパソコンやタブレット，スマートフォン等を使用しません。ただし，教教

育委員会及び所属長のの定めたルールに則り，許可を得て適正に使用する場合は，この限り

ではありません。 

□ 所属長は授業で活用する際のルールを明示し，日頃から職員に周知徹底します。また，定

期的に自校の情報セキュリティポリシーを基に当該ルールの点検を行います。 

□ 不適切かつ不要な情報が提示されることがないよう，事前のチェックを行ってから授業で

活用します。 

□ 授業の教材にインターネット上の情報を用いる場合には，情報の信頼性や中立性など教材

として適正か，複数名でチェックします。 

(4)著作権，肖像権等の侵害，その他の違法行為防止に係る基本ルール 

□ 著作権や肖像権を侵害するアップロード，ダウンロードは違法であると認識し，行いませ 

ん。 

   □ ファイル交換ソフトを利用する際は，違法なアップロード，ダウンロードにならないように 

します。ファイル共有ソフトは利用しません。 

   □ 学校ホームページ等に児童・生徒の画像を載せる際は，教教育委員会及び所属長のの定めたルー 

ルに則り適正に行います。 

(5)個人情報流出・ウィルス侵入の防止に係る基本ルール 

□ 個人情報流出やウィルス侵入の危険性を十分認識し，教育委員会及び所属長のの定めたルール 

  に則ってＩＣＴ機器を利活用します。 

□ 法定帳簿以外の個人情報については持ち出し可能なものを明らかにしておくとともに、持ち

出す場合は所属長の許可を得た上で、ロック機能のある外部記憶媒体（USB 等）を使用し

ます。 

□ 児童・生徒の写真や学校の関係資料等を個人のブログに等に載せません。 

□ 校内ＬＡＮや校務パソコンには，ウィルス対策を行っていないパソコンや記録媒体を接続し 

ません。 

 

「教育委員会の定めたルール」について 

① 年度当初，自校の情報セキュリティポリシーの見直しを行い，全職員で確認する。 

② 校務のため私物パソコンを使用する際は，所属長が認めたものに限る。 

③ 学校ホームページで情報を発信する際は，「東根市立小中学校ホームページ作成と公開に 

 係るガイドライン」に順ずる。 

④ 児童・生徒の“確かな学力”の育成につなげるためにＩＣＴ機器を利活用する際は，学習 

のねらいにそった内容と時間を精査し，事前確認を行い適切に使用する。 

 

さくらんぼ環境ＩＳＯ   

１ 目 的 

２ 基本方針  

 

３ 参加校 

４ 対象 

５ 実行プログラムについて 
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   ささくらんぼ環境ＩＳＯ  東根市学校版環境ＩＳＯ（東根市独自規格） 

 

 

１ 目 的 

さくらんぼ環境ＩＳＯは、環境ＩＳＯ14001（環境マネジメントシステム規格）に基づ

き、学校が自らの教育活動を通じて、生徒・教職員の環境意識を高め、同時に自ら定め

た環境方針と行動目標に応じた環境パフォーマンスの達成を図ることを目的とする。 

 

２ 基本方針  

(1) 東根市環境方針並びに東根市子ども像を受け、学校長自らが学校の特色・課題等を

加味して策定する環境方針に基づき、地球にやさしい学校づくりをめざす。 

(2) 環境行動を学校、児童生徒自らが選択決定し、ＰＬＡＮ（計画）ＤＯ（実行）ＣＨ

ＥＣＫ（点検）ＡＣＴＩＯＮ（見直し）を基本としたマネジメントサイクルに基づい

て実践する。（下図参照） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 参加校 

東根市内小・中学校全校 

 

４ 対象 

参加校の児童・生徒・並びに教職員を対象とし、地域に開かれた特色ある学校づくり

の観点から、地域保護者や学校ボランティア等も含めることもできる。 

 

５ 実行プログラムについて 

取り組むプログラムは、「共通メニュー」と「特色メニュー」の２種類で構成している。 

「共通メニュー」は、省資源・省エネ・廃棄物の３項目からなり、全ての学校が取り組

む内容となる。各項目の内容や数については、学校ごとに決めることができる。メニュ

ＡＣＴＩＯＮ 

実行プログ

ラムの見直

し 

ＤＯ 
実行プログ

ラムの実行 

ＣＨＥＣＫ 
点 検 と 測

定 ・ 記 録 ・

評価 

ＰＬＡＮ 
実行プログ

ラムの策定 

学校の 

環境方針 
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ーをもとに教職員プログラム・児童生徒プログラムの二つを策定するが、その他、児童

会・生徒会・学級、学年等を単位としたプログラムを作成するなど、各学校の工夫で取

り組むことも可能である。｢特色メニュー｣は、学校の特色を生かした独自の環境活動を

目指す。 

 

＜共通メニュー＞ 

Ａ 省資源 紙類 ①印刷枚数 

②両面印刷 

③回覧板や掲示板の活用 

④使用済み封筒の活用 

⑤裏紙の利用 

⑥紙片の活用 

     物品 ①リサイクルしやすい製品の購入 

②再生材料（グリーン購入法） 

③環境及び人間に負荷の少ない製品 

Ｂ 省エネ 電気 ①照明 

②エアコン、暖房の設定温度 

③電化製品の主電源ＯＦＦ 

      水 ①トイレの利用の仕方 ②蛇口での水量調節 ③雨水の貯水利用 

④プール管理 ⑤清掃時の水の使い方 

      油 ①暖房の設定温度 

Ｃ 廃棄物 紙 ①リサイクルボックスの活用 ②規格ごとの分別 

      その他 ①資源ごみとの分別 ②市の分別方法の遵守 

      薬品 ①使用量の削減 ②廃液の適正処理 ③適正な保管 

Ｄ その他環境関連法案 ①ボイラーの適正管理（大気汚染防止法） 

②地下重油タンクの適正管理（水質汚濁防止法） 

  

＜特色メニュー＞ 

「校地内緑化」「花壇コンクール」 

「近隣河川の継続的な清掃活動」 

「リサイクル活動」「花いっぱい運動」等々、 

学校の特色を生かした環境保全活動を位置づける。 

 

６ 認定及び審査制度について 

（１）認定制度 

運用状況を確認し、改善に資するため、認定制度を設ける。 

すべての学校が、認定のための審査を受ける。審査は学校を単位とし、審査を実施

し認定を受けた学校には、市長と教育長の連名による認定証を交付する。（平成 16 年

11 月に小・中学校 13 校に認定証を交付。平成 19 年 11 月、平成 22 年 12 月、平成 25

年 11 月に再交付。平成 23 年 11 月に大森小学校に交付。） 

さくらんぼ環境ＩＳＯ実践交流会 
期日：平成３１年１１月２１日（木） 会場：さくらんぼタントクルセンター 
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（２）審査委員の委嘱 

校長は、第三者として公正に判定できる人（ＰＴＡ関係者・学校評議員・公民館職

員・市のＩＳＯ担当職員等）を審査員として委嘱する。審査員の数は 3～5人とし、任

期は１年。但し、再任は妨げない。 

（３）審査方法 

審査員は、学校を訪問し、現場の視察確認及びインタビュー、書類審査を行う。 

（４）審査基準 

審査の基準は以下の通りである。 

 

○ 実行プログラムが適正に運用されているか。 

○ 実行後の記録が適切になされているか。 

○ 記録についての確認がなされ、課題の整理がなされているか。 

○ 児童生徒個々人が、環境側面を適切に理解しているか。 

○ 児童生徒並びに教職員が協力して実行しているか。 

 

 

（５）認定の継続 

認定の効力は 3 年間とする。運用状況を確

認するために、年１回、11 月に定期審査を受

ける。 

 

（６）実行プログラムの見直し 

学校長は、環境保全の推進及び環境負荷の

低減に向けて、さくらんぼ環境 ISO の継続的

な改善に資するため、審査等の結果や日常的

な取り組みの状況をふまえ、環境方針並びに

実行プログラムの見直しを行う。 

環境方針に示された「約束」が、年間の活

動を通してどのように達成されたかを評価し、

点検・測定の記録や審査の結果をふまえ、不

十分であった実施項目についての必要な改善

策を講じ、プログラムの実効性を高めていく

ようにする。 

ささくらんぼ環境ＩＳＯ実践交流会 
期日：平成３１年１１月２１日（木） 会場：さくらんぼタントクルセンター 
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